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委員会報告第 ４ 号 

 

総 務 経 済 常 任 委 員 会 報 告 書 

 

令和７年１２月９日第４回定例会における議決に基づき、当委員会に付託された事

件について審査した結果を下記のとおり報告する。 

 

 

令和 ８ 年 ２ 月１２日 

 

 

七飯町議会議長  木 下   敏  様 

 

 

総務経済常任委員会 

委 員 長  澤 出 明 宏 

 

記 

 

１．事件名 

令和７年 議案第５１号 七飯町デマンド型交通の運行に関する条例の制定に

ついて 

 

２．審査の経過 

令和７年１２月１０日、２４日、令和８年１月１６日、２月１２日の４日間、委

員会を開催し、政策推進課長の出席を求めて審査を行った。 

 

３．決定及び理由 

（１）決  定 

   原案可決 
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（２）理  由 

当委員会に付託された 令和７年 議案第５１号 七飯町デマンド型交通の

運行に関する条例（以下「条例」という。）の制定については、現在実施してい

る大沼地区移動支援実証実験が令和８年３月３１日をもって終了し、道路運送

法第７８条第２号に規定する自家用有償旅客運送として、令和８年４月１日か

ら有償による本格運行を実施し、交通空白地域の解消及び町民の交通手段の確

保を図り、もって住民福祉の向上に寄与することを目的とするため制定するも

のである。 

条例は、１１条で構成されており、その内容は次のとおりである。 

   （１）第１条は、デマンド型交通を運行する目的について規定している。 

  （２）第２条は、デマンド型交通の定義について規定している。 

 （３）第３条は、デマンド型交通の運行区域について規定している。 

   （４）第４条は、やむを得ない理由での運行区域の変更、運行中止ができる

運行の制限について規定している。 

   （５）第５条は、利用方法について規定している。 

   （６）第６条は、使用料について、利用者から１回の乗車につき５００円以

内において規則で定める額を徴収することを規定している。 

   （７）第７条は、使用料の還付について規定している。 

（８）第８条は、利用の制限について規定している。 

 

附則には、施行期日を令和８年４月１日からとしている。 

 

 委員会において、令和８年４月１日から施行する「デマンド型交通の運行に

関する条例施行規則」の内容を確認し、今後町内全域において運用できるよう

にするため、施行規則第７条に規定している乗車券の購入については、大中山

出張所を加えることを確認した。 

また、大沼お出かけ号の使用料については１回の乗車に付き５００円と規定

している。渡島・桧山管内の他自治体で運行している予約型バスや巡回バスの

運用方法や状況等を確認したところ、金額は１回５００円以内であった。七飯

町のデマンド型交通の運行における利用料金を５００円以内としたことについ

ては、令和６年度に行った大沼地区移動支援実証実験利用者使用金額アンケー

トの結果からも適正な金額である。 
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   以上のことを踏まえ、委員会において慎重に審査をしたところ、現在、町が

取り組む重要施策の一つとして、交通空白地域の解消及び高齢者の交通手段の

確保が求められており、採決を行った結果、全員一致で原案のとおり可決すべ

きものと決定した。 

 


